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新
年
を
迎
え
、
最
初
に
や
っ

て
来
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
「
成

人
式
」。

　

１
月
11
日
、
平
成
21
年
の
東

温
市
成
人
式
が
、
中
央
公
民
館

２
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

男
性
１
５
５
名
、
女
性
１
５
５

名
の
計
３
１
０
名
の
若
者
が
大

人
の
第
一
歩
を
記
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
東
温
市
で
成
人
式
を

迎
え
た
の
は
、
昭
和
63
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
々
で
、
平

成
生
ま
れ
が
初
め
て
大
人
の
仲

間
入
り
を
果
た
す
一
方
、
昭
和

生
ま
れ
世
代
は
最
後
の
成
人
式

と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
50
分
か
ら
２
階
ロ

ビ
ー
で
始
ま
っ
た
受
付
に
は
、

華
や
か
な
晴
れ
着
を
着
た
新
成

人
が
続
々
と
姿
を
現
し
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
友
人
た
ち
と
の
再

会
に
、
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
わ

き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
温
市
の
成
人
式
は
、
新
成

人
の
中
か
ら
組
織
さ
れ
た
運
営

委
員
会
に
よ
っ
て
企
画
・
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
仲
間
の
呼
び
か
け
で

集
ま
っ
た
運
営
委
員
20
名
が
、

こ
の
日
の
た
め
に
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
の
式

典
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
運

営
委
員
の
皆
さ
ん
が
壇
上
に
上

り
、「
今
日
は
お
世
話
に
な
っ

た
恩
師
の
方
々
も
来
ら
れ
て
い

ま
す
。
是
非
こ
の
場
で
、
私
た

ち
が
成
長
し
た
姿
を
見
て
い
た

た
だ
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
。

会
場
か
ら
は
、
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
を
前
に

髙
須
賀
市
長
が
、
幕
末
の
思
想

家
で
あ
る
「
吉
田
松
陰
」
の
「
士

た
る
も
の
の
貴
ぶ
と
こ
ろ
は
徳

で
あ
っ
て
才
で
は
な
く
、
行
動

で
あ
っ
て
学
識
で
は
な
い
」
と

い
う
言
葉
を
紹
介
し
、「
こ
れ

か
ら
歩
む
長
い
人
生
の
中
で
、

自
分
の
一
生
の
財
産
で
あ
る
徳

を
育
て
、
ま
た
、
失
敗
を
恐
れ

ず
、
若
さ
を
生
か
し
て
、
自
分

の
可
能
性
を
信
じ
、
行
動
す
る

大
人
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
式
は
、
記
念
品
贈

呈
や
来
賓
祝
辞
、
祝
電
披
露
と

順
調
に
進
み
、
新
成
人
意
見
発

表
と
し
て
髙
岡
賢
人
さ
ん
と
大

　二十歳、その時、あなたは何を想っていましたか？
　今の自分は、あの時の気持ちを忘れていません
か？
　今年も、東温市に、大人の仲間入りをした新成人
が誕生しました。
　それぞれの想いを胸に込めて…。

二十歳の想い
　　胸に込めて

華やかな晴れ着に身を包む新成人が
続々と集まる成人式受付。

新成人意見発表では、マイクを会場内へと回し、それぞれの二十歳の想いを聞い
たあと、新成人を代表して渡邊秀樹さんが謝辞を述べました。
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歳
の
想
い
を
聞
い
て
回
り
、
会

場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
は
、
新
成
人
を

代
表
し
て
渡
邊
秀
樹
さ
ん
が
、

「
今
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中

が
不
況
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

す
で
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
を

悔
や
む
よ
り
、
こ
れ
か
ら
を
考

え
る
人
間
に
な
る
こ
と
が
私
た

ち
の
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
成
功
を
す
る
人
間

と
は
、
常
に
最
善
の
努
力
を
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
努
力

が
必
ず
し
も
成
功
に
つ
な
が
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

努
力
を
し
な
け
れ
ば
成
功
は
し

ま
せ
ん
。
努
力
と
は
、
万
人
に

与
え
ら
れ
た
共
通
の
才
能
だ
と

思
い
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
、

式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

式
典
が
終
了
す
る
と
、
会
場

は
記
念
撮
影
用
に
セ
ッ
ト
さ
れ
、

一
生
の
思
い
出
と
な
る
記
念
撮

影
が
始
ま
る
と
、
み
な
凛
と
し

た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
後
、
運
営
委
員

会
が
主
催
し
た
茶
話
会
で
は
、

恩
師
の
方
々
を
囲
み
な
が
ら
、

久
々
の
再
会
に
花
を
咲
か
せ
、

大
人
に
な
っ
た
喜
び
と
未
来
へ

向
け
た
希
望
を
胸
に
し
た
新
成

人
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
、
大
人
の
仲
間
入

り
で
す
ね
。

　

成
人
式
を
迎
え
た
か
ら
と

い
っ
て
、
す
ぐ
に
何
か
が
変
わ

る
実
感
は
持
ち
に
く
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
こ
の
ふ
る
さ
と
に
は
、

心
か
ら
許
せ
る
仲
間
た
ち
や
自

分
自
身
の
居
場
所
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
ね
。

城
戸
優
さ
ん
が
自
ら
の
意
見
を

発
表
。
発
表
後
は
マ
イ
ク
を
会

場
内
へ
と
回
し
、
友
人
た
ち
の

将
来
の
夢
や
希
望
な
ど
、
二
十

特集　二十歳の想い　胸に込めて
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所得税の確定申告と納税は
3月16日㈪まで

4

確定申告は
お早めに

　
　
松
山
税
務
署
か
ら

　

確
定
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
の
税
務
署
窓
口
で
の
相

談
・
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月

16
日
㈪
か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で

と
な
り
ま
す
。（
土
、
日
曜
日

は
除
く
）

　

な
お
、
２
月
22
日
及
び
３
月

１
日
に
限
り
、
日
曜
日
も
税
務

署
窓
口
で
相
談
及
び
申
告
書
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
・
贈
与
税
の
申

告
に
つ
い
て

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地

方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、

３
月
31
日
㈫
ま
で
、
贈
与
税
の

申
告
と
納
税
は
、
３
月
16
日
㈪

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
分
の
贈
与
税
の
税

務
署
窓
口
で
の
申
告
と
受
付

は
、
２
月
２
日
㈪
か
ら
３
月
16

日
㈪
ま
で
と
な
り
ま
す
。(

土
・

日
曜
日
は
除
く) 

　

平
成
20
年
中
に
個
人
か
ら

も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
が

１
１
０
万
円
を
超
え
る
と
、
贈

与
税
の
申
告
と
納
税
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
贈
与
に
よ
り
取
得
し

た
財
産
に
つ
い
て
、
相
続
時
精

算
課
税
制
度
の
適
用
を
受
け
る

場
合
に
は
、
申
告
期
限
ま
で
に

贈
与
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
）
と
は
、
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
で

作
成
し
た
申
告
書
等
の
デ
ー
タ

を
、
そ
の
ま
ま
電
子
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

や
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
納
税
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

安
全
・
確
実
・
便
利
な
振
替

納
税
の
ご
利
用
を

　

所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消

費
税
・
地
方
消
費
税
の
納
税
方

法
に
、
振
替
納
税
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

新
た
に
振
替
納
税
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
税
務
署
ま
た
は

預
貯
金
先
の
金
融
機
関
で
、
預

貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
を
申
告

書
の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
分
所
得
税
の
口

座
振
替
日
は
４
月
22
日
㈬
、

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
振

替
日
は
４
月
27
日
㈪
で
す
。

申
告
書
の
税
務
署
へ
の
送
付

に
つ
い
て

　

申
告
書
を
、
郵
便
ま
た
は
信

書
便
に
よ
り
税
務
署
に
送
付
さ

れ
た
場
合
、
そ
の
郵
便
物
ま
た

は
信
書
便
物
の
通
信
日
付
印
に

よ
り
表
示
さ
れ
た
日
を
提
出
日

と
み
な
す
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、

税
務
署
に
到
着
し
た
日
が
提
出

日
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先

松
山
税
務
署

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

（
℡
９
４
１
・ 

９
１
２
１
）

　

確
定
申
告
無
料
相
談

　

四
国
税
理
士
会
松
山
支
部
で

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
無
料

相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
２
月
３
日
〜
６
日

　

９
時
〜
17
時　

　

松
山
市
役
所　

本
館　

11
階

　

大
会
議
室

・
２
月
10
日
、
12
日
、
13
日

　

９
時
〜
17
時　

　

松
前
町
役
場　

２
階

　

大
会
議
室

■
問
い
合
せ
先　

　

四
国
税
理
士
会　

松
山
支
部

　
（
℡
９
４
５
・ 

５
７
６
１
）



日　程 地　区　指　定 相談会場

2

月

16㈪ 南方・吉久

川内支所
3階
会議室

17㈫ 北方・松瀬川

18㈬ 吉久・三内（則之内・井内・
河之内・滑川）

19㈭ 南方・松瀬川

20㈮ 北方・三内（則之内・井内・
河之内・滑川）

22㈰ 地区指定なし（予備日）

本　庁
4階

大会議室

23㈪ 山之内・樋口・横河原

24㈫ 志津川・野田

25㈬ 西岡・下林

26㈭ 見奈良・上村

27㈮ 田窪・上林

3

月

1㈰ 地区指定なし（予備日）

2㈪ 南野田・北野田

3㈫ 牛渕・野田

4㈬ 山之内・横河原・西岡

5㈭ 志津川・上村

6㈮ 見奈良・下林

9㈪ 田窪・上林

10㈫ 南野田・北野田

11㈬ 樋口・牛渕

12㈭

地区指定なし（予備日）13㈮

16㈪
※待ち時間が長くなる場合もありますので、あらかじ
　めご了承ください。

■市県民税相談日程表
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市
役
所
か
ら

　

市
県
民
税
相
談

　

市
役
所
で
は
、
次
の
日
程
で

相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

２
月
22
日
㈰
及
び
３
月
１
日

㈰
は
、
本
庁
に
お
い
て
申
告
相

談
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
、
松
山
税
務
署

に
お
い
て
も
休
日
申
告
相
談
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

例
年
、
相
談
会
場
は
混
雑
し

ま
す
。
１
日
あ
た
り
の
相
談
件

数
を
平
均
化
す
る
た
め
、
原
則

と
し
て
地
区
の
指
定
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
相
談
時
間

　

９
時
〜
15
時

■
相
談
会
場

・
川
内
支
所

　

２
月
16
日
〜
２
月
20
日

※
こ
の
間
本
庁
で
は
、
証
明
書

発
行
等
、
通
常
の
窓
口
対
応

業
務
の
み
と
な
り
ま
す
。

・
市
役
所
本
庁

　

２
月
22
日
〜

　

相
談
に
お
越
し
の
際
は
、
申

告
書
（
事
前
に
送
付
を
受
け
た

市
県
民
税
あ
る
い
は
確
定
申
告

書
を
お
持
ち
の
方
の
み
）、
所

得
の
計
算
に
必
要
な
書
類
や
源

泉
徴
収
票
、
医
療
費
の
領
収
書
、

支
払
保
険
料
の
証
明
書
、
国
民

年
金
保
険
料
等
の
支
払
を
し
た

旨
を
証
す
る
書
類
、
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
給
与
の
還
付

等
、
確
定
申
告
を
行
う
場
合
は
、

口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ
先

　

市
役
所　

税
務
課

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
３
）

　最高5,000円の税額控除
　平成20年分の所得税の確定申告を本人の電
子署名及び電子証明書を付して、申告期限内に
e-Taxで行うと、所得税額から最高5,000円の
税額控除を受けることができます。（平成19年
分または平成20年分のいずれか１回）

　添付書類が提出不要
　所得税の確定申告をe-Tax で行う場合、医
療費の領収書や源泉徴収票等は、記載内容を入
力して送信することで、提出または提示を省略
することができます。なお、確定申告期限から
3年間、添付書類の提出または提示を求められ
ることがあります。

　還付金の処理が早くなります
　e-Taxで申告された還付申告は、3週間程度
の期間で還付処理が可能となります。

　確定申告期の利用時間等
　1月19日の8時30分から、所得税の確定申告
期限の3月16日までは、24時間e-Tax のご利
用が可能です。
　なお、3月17日の午前0時を過ぎて受信した
所得税の確定申告書のデータは、確定申告期限
後に提出されたものとなりますのでご注意くだ
さい。e-Taxを利用するには、事前登録等が必
要となりますので、早めに登録をお願いします。
納税の手続きには、別途金融機関との契約及び
税務署への電子申告・納税等開始届出書の提出
が必要です。

国税庁ホームページ
（http://www.nta.go.jp/）
e-Taxホームページ
（http://www.e-tax.nta.go.jp/）

e-Taxをご利用ください



6広報とうおん　2.1.2009

①
寄
附
金
税
制
の
拡
充

　

こ
れ
ま
で
、
対
象
と
な
る

寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
所
得

金
額
か
ら
所
得
控
除
と
し
て

差
し
引
い
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
度
よ
り
市
県
民
税

所
得
割
額
か
ら
差
し
引
く
税

額
控
除
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

適
用
と
な
る
上
限
額
に
つ

い
て
は
、
総
所
得
金
額
等
の

25
％
か
ら
30
％
へ
引
き
上
げ

ら
れ
、
下
限
額
に
つ
い
て
は

10
万
円
か
ら
５
千
円
に
引
き

下
げ
と
な
り
ま
す
。

　

基
本
控
除
と
し
て
、「（
寄

附
金
額
―
５
千
円
）
×
10
％
」

に
よ
り
算
出
さ
れ
る
額
が
税

額
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
で
寄
附
金

控
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

寄
附
金
の
内
、
愛
媛
県
内
に

主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
法

人
ま
た
は
団
体
に
対
す
る
も

の
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
寄
附
金
が
新
た
に
控
除
の

対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。

市
や
県
等
の
地
方
公
共
団
体

に
寄
附
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
は
、
市
県
民
税
所

得
割
額
の
10
％
を
限
度
と
し

て
、
特
例
控
除
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
東
温
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

②
公
的
年
金
に
か
か
る
市
県

民
税
の
特
別
徴
収
制
度
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
の
導
入

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴

う
年
金
受
給
者
の
増
加
と
老

年
者
控
除
等
の
見
直
し
や
税

源
移
譲
の
施
行
を
背
景
に
、

市
役
所
ま
た
は
金
融
機
関
窓

口
ま
で
出
向
き
納
付
さ
れ
て

い
た
も
の
を
、
年
金
か
ら
天

引
き
し
、
自
動
的
に
納
付
が

な
さ
れ
る
こ
と
で
、
納
税
の

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る

観
点
か
ら
、
平
成
21
年
10
月

の
年
金
受
給
分
よ
り
、
市
県

民
税
特
別
徴
収
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

　

市
県
民
税
の
納
税
義
務
者

で
、
前
年
中
に
年
金
を
受
給

し
て
お
り
、
各
年
の
４
月
１

日
に
お
い
て
、
国
民
年
金
法

に
基
づ
く
老
齢
基
礎
年
金
等

を
受
給
し
て
い
る
65
歳
以
上

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
等
の
受
給

額
が
18
万
円
未
満
の
方
や
、

年
金
に
か
か
る
市
県
民
税
の

額
が
老
齢
基
礎
年
金
等
受
給

額
を
超
え
る
方
等
は
、
年
金

か
ら
の
天
引
き
は
行
わ
れ
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
納

付
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
る
新
た
な
税
負
担

は
生
じ
ま
せ
ん
。

③
市
県
民
税
に
お
け
る
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

を
引
き
続
き
実
施

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
既
存

適
用
者
に
つ
い
て
、
税
源
移

譲
に
よ
り
所
得
税
額
が
減
少

し
、
移
譲
前
の
所
得
税
額
に

お
け
る
控
除
可
能
額
も
減
少

し
た
方
を
対
象
に
、
税
負
担

の
変
動
が
生
じ
な
い
よ
う
、

平
成
20
年
度
分
以
降
の
市
県

民
税
所
得
割
額
に
お
い
て
減

額
調
整
す
る
措
置
が
設
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
最
長
で

平
成
28
年
度
分
市
県
民
税
ま

で
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
11
年
か
ら

平
成
18
年
ま
で
に
入
居
し
た

方
に
限
り
ま
す
。

　

な
お
、
毎
年
「
市
県
民
税

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
申
告
書
」
を
、
原
則
と
し

て
３
月
15
日
（
平
成
21
年
は

３
月
16
日
）
ま
で
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は

確
定
申
告
書
と
と
も
に
税
務

署
に
提
出
し
、
確
定
申
告
を

さ
れ
な
い
方
は
源
泉
徴
収
票

及
び
居
住
開
始
年
月
日
の
わ

か
る
書
類
を
持
参
の
う
え
、

各
年
度
の
１
月
１
日
現
在
に

お
住
ま
い
の
市
町
村
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
は
個
々
に
配
布
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
総
務

省
の
個
人
住
民
税
（
市
県
民

税
）
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
申
告

書
作
成
ツ
ー
ル
に
よ
り
作
成

し
提
出
い
た
だ
く
か
、
税
務

課
窓
口
に
て
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先　

　

市
役
所　

税
務
課　

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
３
）

■
参
考
ア
ド
レ
ス

　

東
温
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.city.toon.

　

ehim
e.jp/furusato/

）

総
務
省
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
申
告
書
作
成
ツ
ー
ル

（http://w
w
w
.soum

u.
go.jp/czaisei/czaisei_
seido/zeigenijou2.htm

l

）

税

平
成
21
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

市
県
民
税
の
主
な
改
正
点
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あなたの思いやりが
尊い命を救う…

献血にご協力ください！

　

血
液
は
人
工
的
に
つ

く
り
だ
す
こ
と
も
、
長

期
間
保
存
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。

　

想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
人

が
輸
血
を
必
要
と
し
た

ら
…
。

　

私
た
ち
が
身
近
に
で

き
る
助
け
合
い
の
ひ
と

つ
が
、
献
血
で
す
。

　

み
ん
な
で
献
血
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
な
ぜ
献
血
は
必
要
な
の

　

私
た
ち
の
体
を
流
れ
る
血
液

は
、
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担

う
大
切
な
も
の
で
す
。

　

体
か
ら
一
定
量
の
血
液
が
失

わ
れ
る
と
命
を
落
と
す
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
血
液
に
代
わ
る
物
質
が

人
工
的
に
造
れ
な
い
現
在
、
医

療
の
現
場
に
お
い
て
、「
輸
血
」

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
治

療
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

血
液
は
人
の
体
の
中
で
し
か

造
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、

生
き
た
細
胞
で
あ
る
た
め
、
長

い
期
間
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
輸
血
に
必
要
な

血
液
を
い
つ
で
も
十
分
に
確
保

し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え
ず

献
血
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

　

献
血
は
手
軽
に
で
き
る

　

献
血
は
、18
歳
か
ら
（
２
０
０

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
は
16
歳
か

ら
69
歳
ま
で
）
の
健
康
な
方
な

ら
ば
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
協

力
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。

　

現
在
、
献
血
者
の
約
６
割
は

16
歳
か
ら
39
歳
で
、
若
い
世
代

が
中
心
と
な
り
、
血
液
の
需
要

を
支
え
て
い
ま
す
。　

　

血
液
不
足
に
よ
っ
て
医
療
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
た
め
に

は
、
血
液
の
提
供
が
可
能
な
方

か
ら
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
献
血

へ
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

献
血
は
、
全
国
各
地
の
献
血

ル
ー
ム
、
献
血
バ
ス
な
ど
で
受

付
け
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

愛
媛
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

献
血
に
は
、
血
液
中
の
す
べ

て
の
成
分
を
献
血
し
て
も
ら
う

「
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
」

と
「
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献

血
」、
血
し
ょ
う
や
血
小
板
と

い
っ
た
特
定
の
成
分
だ
け
を
献

血
す
る
「
成
分
献
血
」
が
あ
り

ま
す
。

　
血
液
は
大
切
に
使
わ
れ
ま
す

　　

皆
さ
ん
か
ら
献
血
さ
れ
た
血

液
は
、
厳
し
い
検
査
に
合
格
し
た

も
の
だ
け
が
、
赤
血
球
・
血
小
板
・

血
し
ょ
う
な
ど
の
輸
血
用
血
液
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
血
液
製
剤
の
原

料
と
し
て
も
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

献
血
さ
れ
た
血
液
の
約
80
％

は
、
50
歳
以
上
の
患
者
さ
ん
に

輸
血
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

輸
血
の
約
半
数
は
、
悪
性
新
生

物
（
が
ん
）
の
治
療
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に

　　

輸
血
用
血
液
は
、
年
間
を
通

し
て
一
定
の
量
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
冬
場
か
ら
春
先
に

か
け
て
は
、
風
邪
な
ど
で
体
調

を
崩
す
方
が
多
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
献
血
者
数
が
減
少
し
、
血

液
が
不
足
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

　

献
血
…
こ
れ
は
、
思
い
立
っ

た
ら
す
ぐ
に
で
き
る
す
ば
ら
し

い
こ
と
で
す
。

　

み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
ま

し
ょ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
の
や
さ
し
い
気

持
ち
が
集
ま
っ
て
、
血
液
を
必

要
と
し
て
い
る
人
の
笑
顔
に
出

会
え
る
よ
う
に
。

■
参
考
ア
ド
レ
ス

愛
媛
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

http://w
w
w
.ehim

e.bc.jrc.
or.jp/



8広報とうおん　2.1.2009

　
　
総
務
課
か
ら

●
採
用
職
種

◆
事
務
員　

若
干
名

（
市
内
各
施
設
）

月
給　

１
３
６
，１
８
３
円

◆
保
育
士　

若
干
名

　
（
市
立
各
保
育
所
）

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者

　

月
給　

１
５
０
，４
４
４
円

◆
保
健
師
・
栄
養
士
・
看
護
師
・

介
護
支
援
専
門
員　

若
干
名

　
（
健
康
セ
ン
タ
ー
他
）

　

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
者

　

月
給　

１
６
２
，６
９
６
円

◆
家
屋
評
価
事
務
員　

若
干
名

　
（
市
庁
舎
税
務
課
）

　

２
級
建
築
士
資
格
を
有
す
る
者

　

月
給　

１
５
０
，４
４
４
円

◆
作
業
員　

若
干
名　
　
　
　

　
（
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
者

　

月
給　

１
２
９
，７
５
５
円

◆
用
務
員　

若
干
名

　
（
市
庁
舎
）

　

月
給　

１
２
９
，７
５
５
円

◆
秘
書
事
務　

若
干
名

　
（
市
庁
舎
）

秘
書
資
格
又
は
官
公
庁
で
の

秘
書
経
験
を
有
す
る
者

　

月
給　

１
４
０
，７
０
２
円

◆
総
合
受
付
事
務　

若
干
名

　
（
市
庁
舎
）

受
付
業
務
に
関
連
す
る
資
格

（
接
客
・
電
話
対
応
等
）
又

は
官
公
庁
で
の
総
合
受
付
業

務
の
経
験
を
有
す
る
者

　

月
給　

１
４
０
，７
０
２
円

◆
通
訳
事
務　

若
干
名

　
（
市
庁
舎
）

英
語
通
訳
の
資
格
又
は
同
等

の
英
会
話
能
力
を
有
す
る
者

　

月
給　

１
４
０
，７
０
２
円

　
〔
雇
用
条
件
等
〕

◇
雇
用
期
間

　

事
務
員　

６
か
月

（
必
要
に
応
じ
て
更
新
有
）

　

そ
の
他
の
職　

１
年

（
必
要
に
応
じ
て
更
新
有
）

◇
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・
労

働
保
険
に
加
入

◇
通
勤
手
当
・
期
末
手
当
等
は

規
程
に
基
づ
き
支
給

◇
年
次
有
給
休
暇
は
規
程
に
基

づ
き
付
与

◇
健
康
診
断
書
（
項
目
指
定
）

は
採
用
決
定
後
提
出
が
必
要

●
採
用
試
験

◇
日　

時　

　

３
月
１
日
㈰　

９
時
〜
17
時

※
受
付
時
間
は
個
別
に
通
知
し

ま
す
。

◇
場　

所　

市
役
所
会
議
室
他

◇
内　

容　

作
文
・
面
接

◇
合
格
発
表　

３
月
中
旬

◇
採
用
期
日

　

平
成
21
年
４
月
１
日

●
受
験
手
続
き

次
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
市
役
所
総
務
部
総
務

課
人
事
係
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
履
歴
書
（
申
込
日
前
３
か
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
添

付
、
書
式
指
定
な
し
）

◇
資
格
証
明
書
の
写
し
又
は
、

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
証
明
書
（
保
育

士
、
保
健
師
、
栄
養
士
、
看

護
師
、
介
護
支
援
専
門
員
、

家
屋
評
価
事
務
員
、
作
業
員
、

秘
書
事
務
、
総
合
受
付
事
務
、

通
訳
事
務
）

●
受
付
期
間

　

２
月
２
日
㈪
〜
２
月
18
日
㈬

◇
持
参
に
よ
る
申
込

２
月
２
日
㈪
〜
２
月
18
日
㈬

の
勤
務
時
間
中
（
月
曜
日
〜

金
曜
日
の
８
時
30
分
〜
17
時

30
分
、
祝
日
は
除
く
）
に
受

付
し
ま
す
。

◇
郵
送
に
よ
る
申
込

２
月
２
日
㈪
〜
２
月
18
日
㈬

の
消
印
が
あ
る
も
の
ま
で
受

付
し
ま
す
。
簡
易
書
留
等
確

実
な
方
法
で
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
試
験

案
内
」
を
準
備
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
せ
先

　

〒
７
９
１
‐
０
２
９
２

　

東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１

　

東
温
市
役
所　

　

総
務
部
総
務
課
人
事
係

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
０
）

　

教
育
委
員
会
か
ら

●
採
用
職
種

◆
教
育
相
談
員
【
補
導
セ
ン

タ
ー
職
員
兼
務
】　

１
名

　
（
川
内
公
民
館
内
教
育
相
談
室
）

　

月
給　

１
５
０
，４
４
４
円

◆
幼
稚
園
講
師　

若
干
名

　
（
市
立
幼
稚
園
）

　

幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有
す
る
者

　

月
給　

１
５
０
，４
４
４
円

◆
図
書
館
司
書　

若
干
名

　
（
市
立
図
書
館
）

　

司
書
資
格
を
有
す
る
者

　

月
給　

１
４
０
，７
０
２
円

◆
調
理
員　

若
干
名

　
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）

　

月
給　

１
３
３
，６
７
２
円

　
〔
雇
用
条
件
等
〕

平成21年度
東温市の臨時職員等を

募
集
し
ま
す
！
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◇
雇
用
期
間　

１
年

　
（
必
要
に
応
じ
て
更
新
有
）

◇
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・
労

　

働
保
険
に
加
入

◇
通
勤
手
当
・
期
末
手
当
等
は

　

規
程
に
基
づ
き
支
給

◇
年
次
有
給
休
暇
は
規
程
に
基

　

づ
き
付
与

◇
健
康
診
断
書
（
項
目
指
定
）

　

は
採
用
決
定
後
提
出
が
必
要

●
採
用
職
種

◆
小
学
校
業
務
委
託
校
務
員

　

２
名

　
（
南
吉
井
・
上
林
小
学
校
）

　

委
託
料
（
月
額
）

　

１
３
６
，５
０
０
円

◆
幼
稚
園
業
務
委
託
校
務
員

　

１
名

　
（
北
吉
井
幼
稚
園
）

　

委
託
料
（
月
額
）

　

１
３
６
，５
０
０
円

◆
学
校
生
活
支
援
員　

若
干
名

　
（
市
内
小
・
中
学
校
）

　

日
給　

６
，９
４
４
円

※
年
間
２
０
５
日
程
度

●
採
用
職
種

◆
図
書
館
パ
ー
ト
職
員　

若
干
名

  

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務  

  
時
給　

７
８
６
円

◆
移
動
図
書
館
車
運
転
手

　

若
干
名

　

時
給　

８
６
８
円

　
〔
雇
用
条
件
等
〕  

◇
社
会
保
険
等
、
交
通
費
な
し

◇
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
方（
移
動
図
書
館
車
運
転
手
）

◇
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力
が
で

き
る
方
（
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
）

◇
明
る
く
さ
わ
や
か
な
応
対
が

で
き
る
方

◇
土
・
日
・
祝
日
の
勤
務
が
可

能
な
方

◇
図
書
館
司
書
、
学
校
司
書
の

有
資
格
者
は
歓
迎
し
ま
す
。

●
採
用
試
験

◇
日　

時

　

３
月
１
日
㈰　

９
時
〜

◇
場　

所　

 

川
内
公
民
館

◇
試
験
の
内
容　

作
文
・
面
接

※
図
書
館
パ
ー
ト
職
員
・
移
動
図

書
館
車
運
転
手
は
面
接
の
み

◇
合
格
発
表　

３
月
中
旬

◇
採
用
期
日

　

平
成
21
年
４
月
１
日

●
受
験
手
続

次
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
市
役
所
４
階 

教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
総
務
係
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
履
歴
書
（
申
込
日
前
３
か
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
添
付
）

◇
資
格
証
の
写
し
又
は
平
成
21

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見

込
で
あ
る
旨
の
証
明
書
（
図

書
館
職
員
、
幼
稚
園
講
師
）

●
受
付
期
間

◇
持
参
に
よ
る
申
し
込
み

２
月
２
日
㈪
か
ら
２
月
18
日

㈬
ま
で
の
勤
務
時
間
中
（
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
８

時
30
分
か
ら
17
時
30
分
ま

で
、
祝
日
は
除
く
）
に
受
け

付
け
ま
す
。

◇
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

２
月
２
日
㈪
か
ら
２
月
18
日

㈬
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
簡
易

書
留
等
確
実
な
方
法
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
せ
先

　

〒
７
９
１
―
０
２
９
２

　

東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１

　

東
温
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
総
務
係

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
２
０
）

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の皆様へ
「特別慰労品」の贈呈事業が終了します
　旧軍人等で恩給等を受けていない恩給欠格
者、戦後、旧ソ連やモンゴルに強制抑留され
た方、終戦に伴い本邦以外の地域から引揚げ
てこられた方の「ご本人」に、あらためて慰
藉の念を表すため、内閣総理大臣名の『特別
慰労品』を贈呈しています。
　過去に内閣総理大臣名の書状等を受けた
方、書状を受ける資格があったにもかかわら
ず、請求されていない方も対象です。

・請求書類は、市役所介護福祉課及び川内支
所の窓口にあります。

・請求期限は、3月31日までです。

■請求書類送付先・問い合せ先
〒163－0231
東京都新宿区西新宿2－6－1　
新宿住友ビル
独立行政法人平和祈念事業特別基金　
特別記念事業担当
無料電話0120－234－933
月～金　9：15～17：15（土日祝休）

旧日本赤十字社救護看護婦及び
旧陸海軍従軍看護婦の皆様へ

内閣総理大臣名の書状を贈呈します
　先の大戦において、外地等（事変地の区域
又は戦地の区域）に派遣され、戦時衛生勤務
に従事された旧日本赤十字社救護看護婦及び
旧陸海軍従軍看護婦の方（慰労給付金受給者
を除く）に対して、その御労苦に報いるため
内閣総理大臣名の書状を贈呈しております。

・請求書類は、介護福祉課及び川内支所の窓
　口にあります。
・請求期限は、3月31日までです。

■請求書類送付先・問い合せ先
〒100－8926
東京都千代田区霞が関2－1－2
中央合同庁舎　2号館　8階
総務省大臣官房管理室　業務担当
℡ 03－5253－5182（直通）
FAX 03－5253－5190
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交
通
災
害
共
済
は
、
不
幸
に
し
て
交
通

災
害
に
あ
っ
た
と
き
に
、
少
し
の
掛
金
で

災
害
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　

車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
特

に
お
年
寄
り
や
お
子
さ
ん
を
含
め
、
家
族

そ
ろ
っ
て
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
加
入
資
格

　

東
温
市
に
住
民
票
の
あ
る
方

（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

※
た
だ
し
、
学
生
等
で
東
温
市
に
住
民
票

が
な
い
方
で
も
、
扶
養
義
務
者
が
加
入

さ
れ
る
場
合
は
加
入
で
き
ま
す
。

※
転
出
さ
れ
た
場
合
も
、
共
済
期
間
は
有

効
で
す
。

◆
受
　
　
付

　

各
金
融
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）・
市

役
所
社
会
福
祉
課
・
川
内
支
所
で
受
け
付

け
ま
す
。
加
入
申
込
書
の
記
載
内
容
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
本
庁
及
び
支
所
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
時
　
　
効

　

災
害
見
舞
金
を
請
求
で
き
る
期
間
は
、

災
害
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
以
内

で
す
。

◆
共
済
掛
金

　

一　
　
　

般　
　

７
０
０
円　

　
（
平
成
６
年
４
月
１
日
生
以
前
）

　

中
学
生
以
下　
　

３
０
０
円

　
（
平
成
６
年
４
月
２
日
生
以
降
）

※
平
成
21
年
３
月
に
卒
業
の
中
学
生
は
一

般
扱
い
に
な
り
ま
す
。

◆
共
済
期
間

　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

平
成
22
年
３
月
31
日

※
中
途
加
入
の
場
合
は
、
掛
金
を
納
め
た

日
の
翌
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
情
報
に
基
づ
く

所
得
税
・
地
方
税
上
の
障
害
者
控
除
の
認
定

　

所
得
税
及
び
住
民
税
に
係
る
障
害
者

控
除
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の
ほ
か
、

福
祉
事
務
所
長
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
温
市
で
は
、
平
成
20
年
分
の
取
扱

い
か
ら
認
定
の
範
囲
を
拡
充
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る

の
は
？

　

対
象
者
本
人
又
は
対
象
者
を
扶
養
し

て
い
る
配
偶
者
や
親
族
の
人
で
、
所
得

税
及
び
住
民
税
が
課
税
と
な
る
人
で
す
。

※
非
課
税
の
人
は
控
除
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
介
護
情
報
に
基
づ
く
障
害
者
控
除
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
対
象

者
は
？

　

東
温
市
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上

で
、
既
に
要
介
護
認
定
申
請
を
さ
れ
判

定
結
果
の
で
て
い
る
人
で
次
表
に
該
当

す
る
人
、
並
び
に
東
温
市
在
宅
ね
た
き

り
老
人
等
介
護
手
当
支
給
条
例
に
基
づ

く
該
当
者
に
決
定
し
て
い
る
人
で
す
。

■
申
請
で
き
る
人
は
？

　

対
象
者
本
人
又
は
そ
の
家
族
、
親
族

等
の
人
で
す
。

交通災害共済に
加入しませんか

災 害 見 舞 金 一 覧 表

※加入者であれば日本国内どこで起きた交通事故でも適用されます。

等級 災　害　の　程　度 金　額

１ 死　　　亡 100万円

２ 医師の治療実日数200日以上の障害 15万円

３ 医師の治療実日数100日以上200日未満の障害 12万円

４ 医師の治療実日数70日以上100日未満の障害 10万円

５ 医師の治療実日数50日以上70日未満の障害 8万円
６ 医師の治療実日数30日以上50日未満の障害 6万円

７ 医師の治療実日数16日以上30日未満の障害 3万円

８ 医師の治療実日数7日以上16日未満の障害 2万円
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●
加
入
手
続
き
は
？

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
全
て
の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
次
の
３
種
類

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
者
、
農
林
漁
業
者
や
会
社
を

離
職
さ
れ
た
方
な
ど
と
そ
の
配
偶
者

○
第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
方
（
会
社
員
、
公
務
員
な
ど
）

○
第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
（
年
収
１
３
０
万
円
未
満
）

　　

大
半
の
方
は
、
会
社
に
勤
め
て
い
る
と

き
は
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す

が
、
会
社
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に
な
っ
た

場
合
、
年
金
手
帳
を
ご
持
参
の
う
え
、
国

民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
（
国
民
年
金

加
入
）
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
第
３
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、

前
記
と
同
様
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

○
第
２
号
被
保
険
者
が
会
社
を
離
職
し
た

と
き
、
又
は
65
歳
に
な
っ
た
と
き

■
手
続
き
・
問
い
合
せ
先　

　

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所　

　
（
℡
９
４
６
・ 

２
１
４
６
）

　

市
役
所　

保
険
年
金
課　

　
（
℡
９
６
４
・ 
４
４
０
８
）

●
離
職
（
失
業
）
に
よ
る
保
険
料
免
除
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、全
額
ま
た
は
一
部
（
４
分
の
１
納
付
、

半
額
の
納
付
、
４
分
の
３
納
付
）
の
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
の
承
認
は
、
被
保
険
者
・
配
偶

者
及
び
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
を
基
準

に
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
失
業
等
に
よ
り
現
在
収
入
が
な
い

場
合
は
、
特
例
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
手
帳
・
印

鑑
及
び
失
業
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
ご

持
参
の
う
え
、
住
民
票
の
あ
る
市
町
役

場
で
免
除
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間

は
、
将
来
年
金
額
を
計
算
す
る
際
に
一

定
の
割
合
で
、
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

年
金
の
手
続
き
な
ど
も
っ
と
く
わ
し

い
こ
と
が
知
り
た
い
方
は
、
お
近
く
の

社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
相
談
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
に
関
す
る
問
い
合
せ
先

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所

（
℡
９
４
６
・ 

２
１
４
６
）

社
会
保
険
庁
ア
ド
レ
ス

 http://w
w
w
.sia.go.jp/

■
申
請
手
続
き
は
？

①

｢

障
害
者
控
除
認
定
申
請
書｣

に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
市
介
護
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
審
査
後
、
申
請
者
に
認
定
又
は
非
該

当
の
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

③
認
定
書
は
、
所
得
税
及
び
住
民
税
の

申
告
時
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

④
申
請
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先

　

市
役
所　

介
護
福
祉
課

　
（
℡
９
６
４ 

・
４
４
１
１
）

会
社
を
離
職
さ
れ
た
方
の

国
民
年
金
の
手
続
き
に
つ
い
て

区　　　分
介　護　情　報

介護度 日常生活自立度
障害高齢者 認知症高齢者

障
害
事
由

障害者

知的障害者（軽度・
中度）に準ずる者

要支援1・2 
要介護1～3 Ⅰ・Ⅱ

身体障害者（3級～
6級）に準ずる者

要支援1・2 
要介護1～3 Ｊ・Ａ

特別
障害者

知的障害者(重度)に
準ずる者

要介護
4・5 Ⅲ・Ⅳ・Ｍ

身体障害者（1級・
2級）に準ずる者

要介護
4・5 B・C

寝たきり老人
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シ
リ
ー
ズ

「
悪
質
商
法
」に
ご
用
心
！

　融資保証金詐欺とは、保証金などの名目で金銭を振り込ませてだましとるという犯罪で、振り込
め詐欺の一つです。振り込め詐欺の中でも、オレオレ詐欺や架空請求詐欺は手口が広く知られるよ
うになり、犯罪件数が減少傾向にあるのに反して、この融資保証金詐欺は増加傾向にあるといわれ
ています。
　もちろん融資を受けるのに保証金が必要なはずはなく、この保証金を騙し取られてしまうのです
が、このダイレクトメールが実に巧妙に作られていて、信じてしまうケースが多いのです。

融資保証金詐欺の手口
　金融機関などを装い偽のダイレクトメールなどを送ります。そこには、「特別優遇金利で融資可能
です。まずは、融資額の1割程度の金額を保証金として振り込んでください。」というようなことが
書かれています。あたかも低利で融資するかの様に思わせて、保証金名目で現金を振り込ませ、実
際には融資等を全く行わないものです。

予防と対策
　チラシや雑誌などの貸金業者の広告の中には、一見まともそうに見えても、うのみにするには危
険な情報が数多くあります。送金した後不安になって、返金
を求めても、被害の回復は困難です。正規の貸金業者は、い
かなる名目であっても、融資を前提に現金を要求することは
ありません。 また、広告に書かれているような「担保、保証
人不要」「面倒な手続き一切なし」「低金利で融資」等のうま
い話は現実にはありません。
　　　　　　
消費生活に関する相談窓口　
市役所　総務課（℡964－4400）　　愛媛県消費生活センター（℡925－3700）　　　

　

日
々
変
化
す
る
「
悪
質
商
法
」
は
後
を

断
ち
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
最
近
で
は
高
齢
者
を
め
ぐ
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
は
昼
間
一
人
で
家
に
い
る
こ
と

が
多
く
、
時
間
的
な
余
裕
も
あ
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
に
あ

い
や
す
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
っ
た
場

合
も
、
そ
の
意
識
が
薄
く
、
後
で
家
族
か

ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
が
困
難
に
な
る
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

悪
質
商
法
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
が

あ
り
、
手
を
変
え
品
を
変
え
て
、
多
く
の

被
害
と
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
や
行
政
な
ど
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

の
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
に
警
戒
を

強
め
る
中
、
保
証
金
な
ど
の
名
目
で
現
金

を
入
金
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
融
資
保
証
金

詐
欺
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

No.4

警報！振り込め詐欺が止まらない

保証金
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平
成
21
年
度
幼
稚
園
入
園
児

の
２
次
募
集
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

　

募
集
年
齢
は
３
歳
児
が
対
象

で
す
。　

　

入
園
資
格

・
東
温
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
在

住
し
て
い
る
幼
児
。
平
成
21
年

３
月
31
日
ま
で
に
転
入
す
る
見

込
み
の
幼
児
。

　

３
年
保
育
（
３
歳
児
）

・
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

18
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ

た
幼
児
。

・
各
幼
稚
園
（
若
干
名
）　　
　

　

諸
費
用

・
入
園
料
（
入
園
時
）
５
千
円

・
保
育
料
（
月　

額
）
５
千
円

・
そ
の
他
の
諸
費　

給
食
費
等

　

申
し
込
み
方
法

・
各
幼
稚
園
に
あ
る
入
園
願
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
幼
稚

園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
付
期
間　

　

３
月
２
日
㈪
〜
３
月
19
日
㈭

　

受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時

　

問
い
合
せ
先

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課　

 

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
２
０
）

　

ま
た
は

　

重
信
（
℡
９
６
４
・ 

３
０
９
２
）

　
北
吉
井
（
℡
９
６
４
・ 

５
９
５
２
）

　

川
上
（
℡
９
６
６
・ 

３
７
５
５
）

　

東
谷
（
℡
９
６
６
・ 

３
７
０
８
）

　

西
谷
（
℡
９
６
６
・ 

５
８
５
０
）

　

の
各
幼
稚
園

　 結
果

掲載【平成20年12月3日～12月17日入札実施分】

報告
■東温市で執行された入札結果を公表します。
■表記内容【工事 (業務 ) 名・落札者・税込落札額】

平
成
21
年
度

幼
稚
園
入
園
児
の
２
次
募
集
に
つ
い
て

にゅうさつ

祝!　エネルギー教育特別奨励賞 
　東温市は、持続可能な資源循環型社会を構築す
るために、行政、学校、事業者などが一体となっ
て ｢環のまちづくり｣ を目指しています。
　12月11日、市役所本庁で電気新聞社㈱が主
催する第３回エネルギー教育賞の表彰式が行わ
れ、東温市が特別奨励賞を受賞しました。
　この賞は、電気新聞社㈱が次世代層を対象にし
た多様なエネルギー教育の取り組みに焦点を当
て、エネルギー教育の一層の広がりや電気知識の
普及啓発を目指し、電気新聞創刊100周年を記
念して創設したもので、今年度で3回目を迎えて
います。
　昨年、東温市では、てんぷら油のバイオディー
ゼル化を目的とした市民回収やゴーヤの植栽を
利用した緑のカーテン運動、更に、市内の企業等
の施設改修に省エネを導入させるＥＳＣＯ事業
を開始するなど、地球温暖化対策に向けて順調に
諸事業を進めてきました。

　今後も、次世代を担う子どもたちが環境マネジ
メントなどを学んでいく ｢キッズＩＳＯ｣ や自然
の恵みであるバイオマスを有効利用していくた
めの ｢東温市バイオマスビジョン｣ などの取り組
みを進めていきますので、市民の皆さんのご協力
をお願いします。

■12月3日
・東温市消防本部庁舎・防災センター定期清掃業務 
　㈱カネカ…241,500円
■12月17日
・下沖団地西道路舗装工事
　協和道路㈱…1,974,000円
・救助資機材購入業務
　㈱ヤマダ…2,931,600円
・東温市内量水器取替工事その１
　上本住宅設備…3,339,000円
・東温市内量水器取替工事その２
　㈲さくらい設備…2,667,000円
・公共下水道汚水管渠工事（52工区）
　㈱東温土木…7,717,500円
・公共下水道汚水管渠工事（85－2工区）
　㈱東温土木…24,328,500円
・井内地区上地区農業用用排水路改修工事
　㈱東温土木…11,865,000円
・田窪団地集会所新築工事
　大和コンストラクション㈱…44,184,000円
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おふくろの味に感謝を込めて

世代や地域を超えた交流

さくら市場　歳末感謝祭

三世代交流クロッケー大会

　観光雑誌「じゃらん」で県内一の泉質に選ばれ、年
間36万人の入浴客が訪れる「ふるさと交流館・さく
らの湯」で12月13日、恒例となった歳末感謝祭が開
かれました。会場となった「さくら市場」前の駐車場
では、さくら市場出荷者協議会の皆さんの協力で、お
ふくろの味が決め手の豚汁や子どもたちに人気の綿菓
子が無料でふるまわれ、市内外から詰めかけたたくさ
んのお客さんは、大満足の様子でした。

　12月14日、重信川河川敷のふれあい広場で第3回
目となる三世代交流クロッケー大会が開催され、市内
13分館の25チーム、約140名が参加しました。これ
は、子どもから高齢者まで気楽に楽しめるクロッケー
をとおして地域の交流を深めようと行われているもの
です。大会では、参加チームが5ブロックに分かれて
リーグ戦を行ったあと、各ブロックの1位チームが決
勝トーナメントに進出。冬冷えのする天気のなか、和
気あいあいとクロッケーを楽しみながら、地域や世代
を超えた交流が生まれていました。

みんなで止めよう　
　　　　　　  温暖化

バイオマス・クリスマス

　地球にやさしいバイオマスエネルギーが注目を集めて
います。12月23日、すっかりお馴染みとなったバイオ
マス・クリスマスinクールスモールが開催されました。
会場となった見奈良のレスパスシティ坊っちゃん劇場前
広場には、間伐材や製材時のおが屑などを有効利用する
ペレットストーブが展示され、環境負荷の少ない暖房器
具として注目されていました。また、ツイストパンづく
りの実演やまき割りの体験コーナーでは、初めてのエコ
体験に子どもたちも夢中になっていました。

CameraSketch

カ
メ
ラ
　
ス
ケ
ッ
チ

ま
ち
の
話
題
を
カ
メ
ラ
で
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
す
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新年に無病息災を願う
七草がゆを食べる集い

　1月7日、川内公民館で、花づくりボランティアの
会が2年ぶりに催す恒例の七草がゆを食べる集いが開
かれました。七草がゆは、季節を代表するセリ、ナ
ズナ、ゴギョウ、ハコベなど７種類の植物が入った
おかゆで、お正月のごちそうで疲れた胃を休めるだ
けでなく、新年の健康を願う意味もあります。会場
には、毎年楽しみにしている常連のお客さんが来場
し、心のこもった温かい七草がゆのおもてなしに一
足早い春の訪れを感じていました。

自らの仕事に誇りと情熱を
東温市消防署　市長特別点検

　1月6日、東温市消防庁舎3階の大ホールで市長特
別点検が行われました。これは、消防職員の服装点
検をすることで、各々が消防業務に対する意識向上
につなげようと毎年実施されているものです。消防
署員を前に髙須賀市長は、「市民の安心・安全のため、
自らの仕事に誇りと情熱をもって職務に専念してく
ださい。」と述べ、南海・東南海地震の発生が危惧さ
れている中、消防力の更なる強化に向けた決意を新
たにしていました。

オリンピック選手に夢を学ぶ

力強い丑へバトンタッチ

重信中学校で武田大作選手講演会

水天宮さんで干支送り

　12月12日、重信中学校で武田大作選手講演会が開
催され、全校生徒がオリンピック選手に夢を追いかけ
ることの大切さを学びました。武田選手は伊予市出身
で、アトランタ、シドニー、アテネ、北京と4大会連
続でオリンピックのボート競技に出場しています。講
演会では、アテネ五輪決勝に進出した映像や実際に競
技に使うボートなどを使いながら、｢努力すれば夢は
必ずかなうものです。｣ と熱いトークを繰り広げ、生
徒たちへ夢を与えていました。

　横河原の水天宮で12月30日、愛らしい「子」から
岩石をイメージした力強いタッチで描かれた「丑」へ
と干支送りが行われました。これは、年末恒例の地域
おこしの一環として平成7年から毎年実施されている
もので、今年も東温高校美術部の皆さんが丹精込めて
大絵馬を制作。地域のまちおこしグループが良い年で
ありますようにとの願いを込めて、大絵馬を水天宮へ
奉納して、無事に干支送りが済まされました。
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市
議
会　

月
定
例
会
報
告

　

会
議
で
は
、
12
月
補
正
予
算

８
議
案
、
条
例
の
改
正
な
ど
８

議
案
、
意
見
書
１
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○
意
見
書

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
に
関
す
る
意
見
書
」
を
内

閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
行
政

庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

○
一
般
質
問

　

佐
伯　
　

強

・
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
に

つ
い
て

　

酒
井　

克
雄

・
新
市
建
設
事
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

大
西　
　

勉

・
限
界
集
落
に
つ
い
て

　
　

山　

益
男

・
ご
み
集
積
箱
の
設
置
補
助
に

つ
い
て

　

近
藤
千
枝
美

・
が
ん
対
策
に
つ
い
て

　

大
西　

佳
子

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後

と
山
之
内
地
域
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　

渡
部　

伸
二

・
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　

山
内　

孝
二

・
企
業
誘
致
の
考
え
方
と
施
策

に
つ
い
て

※
発
言
順
に
１
問
の
み
掲
載

○
特
別
委
員
会
の
設
置

市
街
地
見
直
し
・
地
域
活
性

化
等
の
問
題
に
つ
い
て
調
査

す
る
た
め
議
員
６
名
で
構
成

す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

委
員
長　
　

佐
伯　

正
夫

　

副
委
員
長　

安
井　

浩
二

　

委
員　
　
　

山
内　

孝
二

　

委
員　
　
　

大
西　
　

勉

　

委
員　
　
　

近
藤
千
枝
美

　

委
員　
　
　

細
川　

秀
明

平
成
21
年
４
月
20
日
開
始

の
利
用
権
設
定
申
出
の
受

付
に
つ
い
て

○
利
用
権
設
定
と
は

農
地
の
貸
し
手
と
借
り
手
の

利
用
関
係
を
調
整
し
、
関
係

者
の
同
意
を
得
て
、市
が
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
」
を
作

成
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と

で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借

り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

※
借
り
手
に
は
農
業
経
営
面

積
（
借
入
地
も
含
め
ま
す
）

が
５
，０
０
０
㎡
以
上
必
要

で
す
。

○
利
用
権
設
定
な
ら

・
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
農
地

法
の
許
可
が
不
要
で
す
。

・
対
象
と
な
る
土
地
は
、市
街
化

区
域
を
除
く
農
用
地
等
で
す
。

・
貸
し
た
農
地
は
期
限
が
く
れ

ば
離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な

く
必
ず
返
っ
て
き
ま
す
。

・
利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り
継

続
し
て
貸
す
こ
と
も
借
り
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
利
用
権
設
定
の
手
続
は

・
平
成
21
年
４
月
19
日
で
貸
借

期
限
の
切
れ
る
方
で
更
新
を

希
望
さ
れ
る
方
、
貸
借
期
限

が
切
れ
て
い
る
方
で
再
設
定

を
希
望
さ
れ
る
方
、
今
回
新

規
に
設
定
さ
れ
る
方
は
申
し

出
が
必
要
で
す
。

・
申
出
書
は
平
成
21
年
３
月
16

日
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
た
は
川
内
支
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
出
書
は
農
業
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
２
階
）
ま
た
は

川
内
支
所
に
あ
り
ま
す
。

・
利
用
権
設
定
の
受
付
は
、
年

に
３
回
（
３
月
、４
月
、９
月
）

行
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
農
業
委
員
及

び
農
業
委
員
会
事
務
局
（
℡

９
６
４
・ 

４
４
１
０
）
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

スポットニュース
市役所から あなたへ

スポットニュース

ＳＰＯＴ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

議
会
事
務
局
か
ら

Tel.964-4422

農
業
委
員
会
か
ら

Tel.964-4410

※くわしくは、２月１日発行「とうおん議会だより」
　をご覧ください。
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○小学生クラブ（定員20名）
　2月21日㈯　13:30～
○こあらクラブ（幼児教室）
　10:30～11:30
2月13日「パパへのバレンタインデー
チョコつきプレゼント作り」
2月27日「おたのしみ会」

○親子で楽しむお話し会（絵本の朗読）
2月4日・18日㈬　11:00～11:30

広報とうおん　2.1.200917

あ
お
ぞ
ら
広
場

　

地
域
の
親
子
が
集
え
る
場
所

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
親
子
で
楽

し
く
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
し
な
が
ら
、
友
達
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
曜
日　

　

時　

間　

９
時
〜
11
時

　

場　

所

　

川
内
健
康
セ
ン
タ
ー　

２
階

○
水
曜
日　

赤
ち
ゃ
ん
広
場

　

時　

間　

９
時
〜
11
時

　

場　

所

川
内
健
康
セ
ン
タ
ー　

２
階

※
利
用
で
き
る
人
は
、
遊
び
の

広
場
等
で
登
録
・
保
険
加
入

し
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
と
戸
外

で
遊
べ
な
い
子
ど
も
と
な
り

ま
す
。

○
木
曜
日

　

時　

間　

９
時
〜
11
時

　

場　

所

　

川
内
健
康
セ
ン
タ
ー　

２
階

※
第
２
火
曜
日
は
、「
子
育
て
・

サ
ポ
ー
ト
・
親
子
遊
び
の
広

場
」
で
、
中
央
公
民
館
で
行

い
ま
す
。

※
育
児
講
演
会
の
ご
案
内

　

２
月
19
日
㈭　

10
時
〜

し
つ
け
に
つ
い
て
の
講
演
会
で

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

育
児
相
談

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な
こ

と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　

ご
希
望
が
あ
れ
ば
家
庭
訪
問

も
行
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
う
お
ん

　

利
用
会
員
（
子
育
て
を
助
け

て
欲
し
い
人
）と
協
力
会
員（
子

育
て
の
手
助
け
や
協
力
を
し
て

あ
げ
た
い
人
）
を
登
録
会
員
制

で
、
組
織
化
し
た
子
育
て
支
援

で
す
。
登
録
を
し
て
い
な
い
と

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
協
力
会
員
さ
ん
大
募
集

現
在
、
協
力
会
員
の
登
録
数

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
資
格
・

年
齢
等
不
問
で
す
の
で
、
子

ど
も
が
好
き
な
方
・
責
任
感

の
あ
る
方
、
是
非
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

と
う
お
ん
」
で
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

○
フ
ァ
ミ
サ
ポ
だ
よ
り

12
月
の
研
修
会
と
し
て
「
調

理
実
習
」
を
中
央
公
民
館
で

実
施
し
、
簡
単
に
出
来
る
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。
子
ど
も
さ
ん
も
卵

白
を
泡
立
て
た
り
、
生
地
を

作
っ
た
り
等
、
親
子
で
協
力

し
な
が
ら
お
い
し
い
香
り
と

と
も
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ケ
ー
キ
を
焼
い
て
い
る

間
に
、
食
育
に
つ
い
て
の
講

義
を
行
い
、「
食
の
バ
ラ
ン

ス
」「
か
ら
だ
を
作
る
」「
自

分
で
選
ぶ
力
」「
食
の
文
化

と
環
境
」
と
い
う
食
育
の
４

本
柱
を
学
び
ま
し
た
。
講
義

を
通
し
て
、
日
常
か
ら
も
っ
た

い
な
い
気
持
ち
を
持
ち
、
食

べ
残
し
を
少
な
く
す
る
な
ど
、

食
の
大
切
さ
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

応
援
し
ま
す
！

あ
な
た
の
子
育
て
！

　

東
温
市
で
は
、
地
域
に
お
け

る
総
合
的
な
子
育
て
支
援
を
行

う
拠
点
と
し
て
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
開
設
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

　
（
月
〜
金
曜
日
）

子
育
て
・
サ
ポ
ー
ト
・

親
子
遊
び
の
広
場

（
月
１
回
第
２
火
曜
日
開
催
）

　

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

子
育
て
の
楽
し
さ
や
悩
み
な
ど

を
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま

し
ょ
う
。

○
日　

時　

２
月
10
日
㈫

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
内　

容

　
「
み
ん
な
で
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

手
作
り
の
楽
器
で
遊
ぼ
う

○
場　

所　

中
央
公
民
館

　

２
階　

大
ホ
ー
ル

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

Tel.966-2080

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
う
お
ん
か
ら

Tel.990-1130

2月のいわがらこども館 （Tel 960-5003）

ＳＰＯＴ ＮＥＷＳ
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平成20年12月分  東温消防救急出場件数

交通事故
16件（14％）

急病
71件
（62％）

労働災害
1件（1％）転院搬送

12件（11％）

一般負傷
14件
（12％）

出場件数
114件

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

　

東
温
市
で
は
、
平
成
21
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
員

　

パ
ー
ト
指
導
員　

若
干
名

○
勤
務
場
所

　

南
吉
井
す
み
れ
組

　
（
南
吉
井
小
学
校
体
育
館
内
）

○
資
格
等

子
ど
も
が
好
き
で
、
明
る
く

元
気
な
方
、
教
育
関
係
業
務

に
就
業
経
験
の
あ
る
方
、
育

児
経
験
の
あ
る
方 

○
雇
用
条
件
等

・
雇
用
期
間　

１
年

　
（
必
要
に
応
じ
て
更
新
有
）

・
賃　

金

　

時
給
７
８
６
円
〜
８
６
８
円

　

日
給
６
，２
８
５
円
〜

６
，９
４
４
円

・
勤
務
時
間

学
校
開
校
日
は
、
放
課
後

（
13
時
）
か
ら
19
時
ま
で

繰
替
休
校
日
は
、
８
時
か
ら

19
時
ま
で

土
曜
日
、
長
期
休
校
期
間
は
、

８
時
か
ら
18
時
ま
で

○
採
用
試
験

・
日　

時　

３
月
22
日
㈰

　

９
時
〜

・
場　

所　

市
役
所
会
議
室

・
試
験
の
内
容　

作
文
・
面
接

・
合
格
発
表　

３
月
下
旬

・
採
用
期
日　

４
月
１
日

○
受
験
手
続
き

次
の
書
類
に
記
入
し
、
社
会

福
祉
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
履
歴
書
（
申
込
日
前
３
ヶ
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
添

付
、
書
式
指
定
な
し
）

○
受
付
期
間

・
持
参
に
よ
る
申
込

　

２
月
２
日
㈪
〜
２
月
27
日
㈮

　

の
勤
務
時
間
中
に
受
付
。

・
郵
送
に
よ
る
申
込

　

２
月
２
日
㈪
〜
２
月
27
日
㈮

の
消
印
が
あ
る
も
の
ま
で
有

効
。
簡
易
書
留
等
確
実
な
方

法
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
・
問
い
合
せ
先

　

〒
７
９
１
‐
０
２
９
２

　

東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１

　

東
温
市
役
所　

社
会
福
祉
課

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
６
）

人
権
講
座
の
ご
案
内

　

福
祉
館
で
は
、
次
の
と
お
り

人
権
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
は
、
長
年
に
渡
り
中
国

で
農
業
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
さ
れ
て
い
る
伊
予
市
在

住
の
宮
領
理
一
郎
先
生
を
お
招

き
し
、
中
国
の
人
々
と
の
交
流

活
動
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　

是
非
、
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

○
日　

時　

２
月
６
日
㈮

　

13
時
30
分
〜

○
場　

所　
　

　

中
央
公
民
館　

第
１
研
修
室

○
参
加
費　

無
料

○
問
い
合
せ
先　

福
祉
館

　
（
℡
９
６
６
・
３
３
０
６
）

平成21年度 福祉館地域交流促進講座参加者募集！
　福祉館では、平成21年度の各講座参加者を次のとおり募集
します。参加ご希望の方は、3月10日㈫までに福祉館へ保険料
を添えてお申し込みください。それぞれ定員になり次第締め切
りますので、お早めにお申し込みください。くわしくは、福祉
館（℡966－3306）までお問い合せください。

※参加者は、市内在住か勤務先を市内に有する方に限ります。

講 座 名 日　　　時 内　　　容 定 員

健康体操

毎月4回
火曜日

19時30分～
1時間30分程度
場所　福祉館

ストレッチやチュ－ブ体操な
どで健康づくりを進める。
講師　山師 矢子美 先生
年間スポ－ツ保険料
…1,600円

40名

登山教室
年間を通じて
（土・日・祝日）

12回

お互いに助け合い、自然に
親しみながら山登りを楽し
み交流を深める。
（初・中級）
年間保険料…1,600円
年会費…2,000円
参加者負担金が別途必要

70名

六価クロム地下水モニタリング調査結果
（12月15日採水分）

　牛渕地区六価クロムの地下水等モニタ
リング調査地点（６箇所）のうち、１地点
の観測用井戸で環境基準値（0.05mg／㍑
以下）を超える値（0.16mg／㍑）が検出さ
れました。なお、周辺に常用的な飲用井戸
もなく、人の健康等への影響を及ぼすお
それはありません。 

生活環境課　℡964－4415

生活環境課からお知らせです

社
会
福
祉
課
か
ら

Tel.964-4406

福
祉
館
か
ら

Tel.966-3306
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市
民
課
・
税
務
課
窓
口
で

の
「
本
人
確
認
書
類
」
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

　

窓
口
で
の
戸
籍
・
住
民
票
・

各
種
証
明
書
等
の
交
付
請
求
時

に
お
け
る
本
人
確
認
書
類
の
提

示
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の

広
報
４
・
５
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
と
お
り
皆
さ
ま
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
次
の
書
類
に
つ
い

て
は
本
人
確
認
書
類
と
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

　

免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
顔

写
真
付
き
の
証
明
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

現
在
、
手
数
料
無
料
で
発
行

し
て
い
ま
す
。（
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
）

　

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
（
℡

９
６
４
・ 

４
４
０
４
）
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
本
人
確
認
書
類
と
な
ら
な
い

　

も
の

預
金
通
帳
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
、
診
察
券

○
実
施
日　

　

３
月
２
日
㈪
か
ら

福祉館

　災害が発
生し、または

発生する恐
れのある場

合、

市役所総務
課内に災害

対策本部が
設置されます

。
災害に備えて“

いざ”というと
きの連絡先

災害に備えて“
いざ”というと

きの連絡先

重 信 地 区
ペットボトル
プラスチック類
その他燃やさないごみ

粗 大 ご み 空 き 缶
金 属 類

び ん
ガ ラ ス 類

樋口・上村 8日・22日 15日 1日

横河原・八反地・田窪 1日・15日

志津川（八反地除く） 8日・22日 1日・15日

見奈良

8日・22日

22日・25日 1日

田窪団地 15日

1日・15日下　林 22日・25日

上記以外の地区 25日

川 内 地 区 ペットボトル
プラスチック類

粗大ごみ・その他
燃やさないごみ

び ん
ガ ラ ス 類

空 き 缶
金 属 類

東谷・西谷・土谷・滑川・奥松瀬川 3日・17日 19日 9日 23日

北方東・北方西・南方東・南方西 4日・18日 20日 10日 24日

町東・町西・前松瀬川・横灘団地 2日・16日 21日 12日 25日

燃やすごみ、紙類の予定
※2月11日㈬の「燃やすごみ」は平常どおり収集します。 

2月不燃物収集日程表

ＳＰＯＴ ＮＥＷＳ

市
民
課
か
ら

Tel.964-4404



英 
語 

で

一
言

ほ
っ
と

ロ
バ
ー
ト
先
生
の

き
ら
り
東
温
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　

き
ら
り
東
温
で
は
、
昨
年
の
東
温
市
文
化
祭
（
11
月
２
日
）
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
題
し
て
、「
東
温
市
の
良
い
所
、
改
善
し

た
い
所
」
に
つ
い
て
、
大
勢
の
市
民
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
際
の
意
見
も
参
考
に
、
次
の
と
お
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。
特
に
申
込
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

藤
目
先
生
は
、
昨
年
度
も
「
行
政
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
皆
様
と

ご
一
緒
に
楽
し
く
学
習
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
日　

時　

２
月
21
日
㈯　

13
時
30
分
〜
17
時

○
場　

所　

中
央
公
民
館　

第
１
、２
研
修
室

○
テ
ー
マ　

東
温
市
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

○
講　

師　

愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授　

藤
目　

節
夫
氏

○
連
絡
先　

山
内
（
℡
９
６
４
・ 

５
６
２
２
）

　
　
　
　
　

金
井
（
℡
９
６
４
・ 

２
９
０
７
）

全国交通安全母の会連合会
会長表彰

　東温市交通安全母の会の山本アツ子会
長が、交通安全思想の普及と交通安全の
確保のため模範的な活動を行った功績な
どを認められ、全国交通安全母の会会長
表彰を受賞しました。山本会長は受賞を
機に、さらに組織の充実に努め、悲願で
ある交通事故ゼロの社会を目指し、地域
に貢献していきますと述べられました。 

20広報とうおん　2.1.2009

　

東
温
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は

　

先
日
食
料
品
を
買
い
に
パ
ル
テ
ィ
フ
ジ
に
歩
い
て
行
く
途
中
、
溝
に
何
か
這
っ
て

い
る
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。
も
っ
と
近
づ
い
て
見
て
み
よ
う
と
前
屈
み
に
な
る
と
、

そ
れ
が
大
き
な
カ
ニ
だ
と
わ
か
り
、
衝
撃
を
う
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
た
だ
の
憶
測

で
す
が
、
あ
の
サ
イ
ズ
の
カ
ニ
が
、
溝
の
中
で
生
き
て
い
く
に
十
分
な
食
べ
物
は
見

つ
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
僕
は
思
い

ま
す
。
こ
の
論
理
か
ら
す
る
と
、
カ

ニ
は
あ
る
場
所
か
ら
現
れ
た
に
違
い

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
す
な
わ

ち
、
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
溝
に
現

れ
た
の
で
す
。）
そ
こ
で
質
問
で
す
。

カ
ニ
は
お
そ
ら
く
海
か
ら
で
し
ょ
う

が
、
排
水
溝
を
通
り
ぬ
け
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
だ
れ
か
の

夕
食
の
テ
ー
ブ
ル
（
あ
な
た
の
か
も
）

か
ら
逃
げ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

僕
は
二
度
と
見
つ
け
る
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
だ
れ
か
が
カ

ニ
を
取
り
逃
が
し
て
い
た
ら
、
溝
の
中

を
探
す
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
冬
休
み
に

韓
国
で
英
語
を
教
え
て
い
る
大
学
時

代
の
友
だ
ち
を
訪
ね
ま
す
。
日
本

版
韓
国
料
理
が
、
本
場
の
韓
国
料
理

に
ど
こ
ま
で
せ
ま
っ
て
い
る
か
興
味

津
々
で
す
。

　

も
し
ア
メ
リ
カ
料
理
の
日
本
版
の

よ
う
で
あ
れ
ば
、
か
な
り
違
っ
た
も

の
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
元
気
で
。

ロ
バ
ー
ト
・
Ｍ
・
ク
ビ
チ
ェ
ッ
ク

※
注
釈
：
カ
ニ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
確
か
に
甲
殻
類
で
し
た
。

　「ふれあい広場」に耳寄りな情報をお寄せください。「満１歳ハッピーバースデー」
のコーナーでは、市内にお住まいで発行月に満1歳の誕生日を迎えられるお子さ
んの顔写真とコメントを掲載しています。2月10日までに総務課(℡964-4400 
soumka@city.toon.ehime.jp)へ写真とコメントをお寄せください｡

Greetings Toon,
The other day as I was walking to Party Fuji to get groceries, I noticed something 
crawling through the gutter. Leaning over to take a closer look, I was shocked 
to realize it was a large crab*. This is only speculation, but I am guessing that a 
crab of that size cannot fi nd enough food in a gutter to subsist.  Following this 
logic, the crab must have come from an alternative location (i.e. it was not born 
and raised in the gutter). The question is: Did the crab weave its way through the 
gutter system from, perhaps, the ocean, or did it escape from somebody`s supper 
table (maybe yours)?  I may never fi nd out, but if someone is missing a crab, I 
recommend they look for it in the gutters.
On an unrelated note, I am heading to South Korea over winter break to visit 
some friends from college who are teaching English there.  It will be interesting to 
see how close the Japanese version of Korean food it to actually Korean food. If 
it is anything like the Japanese interpretation of American cuisine, I suspect it will 
be very, very diff erent. 
Take Care,
Robert M. Kubicek
*Disclaimer: It may not have been a crab, but it was defi nitely a crustacean.



3月生まれの
満1歳児募集！

3月生まれの
満1歳児募集！

「満１歳ハッピーバースデー」のコー
ナーでは、市内にお住まいで発行月
に満1歳の誕生日を迎えられるお子
さんの顔写真とコメントを掲載して
います。2月10日までに総務課(℡
964-4400 soumka@city.toon.
ehime.jp)へ写真とコメントをお
寄せください｡
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11
月
18
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で｢
同
時
代
の
弦
の
ひ
び
き｣

と

題
し
た
２
０
０
８
東
温
国
際
音
楽
の

日
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
多
く
の
観
客
が
つ
め
か
け
、
満

席
と
な
っ
た
会
場
は
、
管
弦
楽
の
奏

で
る
美
し
い
音
色
に
魅
了
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

 

新
春
川
柳
大
会
秀
句

　

小
川　

清
報

｢

い
き
い
き｣

ど
の
顔
も
い
き
い
き
と
し
た
初
詣

で　
　
　
　
　
　
　

 

北
下　

道
夫

い
き
い
き
と
輝
き
た
い
ね
最
後
ま

で　
　
　
　
　
　
　

 

柳
池　

ち
え

｢

顔｣まず
妻
の
顔
色
を
見
る
午
前
様

岩
間　

一
虫

厚
化
粧
し
て
出
勤
の
ネ
オ
ン
街

山
本　
　

毅

｢

ソ
フ
ト｣

地
産
地
消
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
に
も

野
菜　
　
　
　
　
　

 

三
好　

幸
子

喜
怒
哀
楽
感
情
線
の
な
い
ソ
フ
ト

岡
本　

武
士

年末夜警「火の用心！」
　西谷小学校少年消防クラブ員１５名と
東温市消防団第５分団３名が12月26日
夜、年末夜警のため、保免地区の巡回
を実施しました。消防団の年末夜警は、
12月26日から30日まで行われていま
すが、当日は、冷たい風の吹く中をクラ
ブ員たちの「火の用心！」の元気の良い
かけ声と拍子木の音が、地域にこだまし
ていました。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
東
温
Ｍ
Ａ
Ｘ
は

週
４
回
、
南
吉
井
体
育
館
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
各

大
会
に
も
出
場
し
、
10
月
に
新
居
浜

で
行
わ
れ
た
「
ひ
か
り
交
流
大
会
」

で
は
、
３
位
リ
ー
グ
で
３
位
に
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
と
一
緒
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

○
編　

成

　

Ａ
班　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　

Ｂ
班　

毎
週
土
曜
日　
　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

○
問
い
合
せ
先

　

平
木
謹
太
郎

　
（
℡
８
６
４
・ 

８
６
１
０
）

 

東
温
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 09

○
日　

時　

　

２
月
14
日
・
15
日

　

９
時
〜
16
時
30
分

○
場　

所

重
信
中
学
校
・
川
内
中
学
校
・

東
温
高
校
・
東
温
市
総
合
公
園

問い合せ先

仲村　千鶴　℡955－0855
　　　　　　℡090－2824－3313
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と
う
お
ん
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
の

開
催
に
つ
い
て

　

東
温
市
の
農
産
物
や
加
工

品
、
市
内
で
製
造
さ
れ
た
物
品

の
販
売
と
東
温
市
の
Ｐ
Ｒ
を
目

的
に
「
と
う
お
ん
ブ
ラ
ン
ド

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
構
造

改
革
特
別
区
域
法
の
認
定
を
受

け
醸
造
し
た
「
と
う
お
ん
ど
ぶ

ろ
く
」
３
銘
柄
の
試
飲
・
即
売

も
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
伝
統
芸
能

の
上
演
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
市
民
の
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
開
催
日　
　

２
月
27
日
㈮
・
28
日
㈯

３
月
１
日
㈰

○
開
催
時
間　

10
時
〜
17
時

○
開
催
場
所

　

い
よ
て
つ
髙
島
屋　

８
階

　

ス
カ
イ
ド
ー
ム

○
問
い
合
せ
先

　

市
役
所　

産
業
創
出
課

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
１
４
）

子
ど
も
を
地
域
で
支
え
あ
う

学
習
会

　

不
登
校
生
の
親
の
会
「
た
ん

ぽ
ぽ
」
で
は
、
不
登
校
経
験
者

の
集
い
「
パ
ド
ッ
ク
」
の
皆
さ

ん
を
迎
え
て
、
不
登
校
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
の「
居
場
所
」

に
つ
い
て
考
え
る
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日　

時　

２
月
28
日
㈯

　

14
時
〜
16
時

○
場　

所　

中
央
公
民
館

　

３
階　

会
議
室

○
対　

象　

　

当
事
者
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方

○
定　

員　

20
名

　

申
込
み
が
必
要
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
で
作
る

私
だ
け
の
カ
レ
ン
ダ
ー

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、

記
念
日
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
成
す
る
パ
ソ
コ
ン
相

談
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
相
談
室
は
、
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
み
が
可
能
で
、
初
心
者

の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

○
日　

時　

３
月
７
日
㈯

　

13
時
〜
15
時

○
場　

所

　

中
央
公
民
館　

２
階

　

青
年
室
（
パ
ソ
コ
ン
室
）

○
対　

象　

初
心
者
、
高
齢
者
、
パ
ソ
コ

ン
を
持
っ
て
い
な
い
人

○
定　

員　

７
名

　

申
込
み
が
必
要
で
す
。

○
参
加
費

　

５
０
０
円
（
材
料
代
）

○
申
込
・
問
い
合
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

℡
・
FAX  

９
５
５
・ 

１
９
７
５

　

Ｅ
‐
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ

　

sgedu@
k4.dion.ne.jp

さ
く
ら
の
湯
の
パ
ー
ト
従
業
員

を
募
集
し
ま
す

　

ふ
る
さ
と
交
流
館
さ
く
ら
の

湯
で
は
、
パ
ー
ト
従
業
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
さ
く
ら
の
湯
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
一
緒
に
働
き
ま

せ
ん
か
。
勤
務
日
数
は
、
月
15

日
程
度
で
す
。

○
募
集
職
種

　

施
設
係　

若
干
名

○
募
集
条
件　

健
康
な
方

○
雇
用
時
期　

　

平
成
21
年
４
月
か
ら

○
応
募
方
法

事
前
に
連
絡
の
上
、
写
真
付

履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
連
絡
先

　

東
温
市
ふ
る
さ
と
交
流
館

　

さ
く
ら
の
湯

　
（
℡
９
６
０ 

・
６
５
１
１
）

B O X

情
報
ボ
ッ
ク
ス

Information

集

募

し

お

よ

も
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愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

　

本
校
は
、
公
立
で
は
、
愛
媛

県
内
で
唯
一
の
通
信
制
課
程
の

高
等
学
校
で
す
。

  

レ
ポ
ー
ト
学
習(

自
宅
で
の

学
習)

、
ス
ク
ー
リ
ン
グ(

学

校
で
の
学
習)

を
所
定
の
回
数
、

時
間
を
満
た
し
て
試
験
に
合
格

す
れ
ば
単
位
が
修
得
で
き
ま

す
。
３
年
以
上
の
修
業
、
74
単

位
以
上
の
単
位
修
得
な
ど
の
必

要
条
件
を
満
た
せ
ば
、
全
日
制

や
定
時
制
の
高
校
と
同
じ
高
等

学
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
ま

す
。
卒
業
後
は
大
学
や
専
門
学

校
な
ど
へ
の
進
学
の
道
も
あ
り

ま
す
。
現
在
、
十
代
か
ら
六
十

代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
生

徒
７
０
０
名
近
く
が
勉
学
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
の
特
色
は
、
愛
媛
県
内

ど
こ
か
ら
で
も
、
誰
で
も
、
年

齢
を
問
わ
ず
、
働
き
な
が
ら
、

家
事
を
し
な
が
ら
、
自
分
の

ぺ
ー
ス
で
学
習
す
る
こ
と
が

で
き
る
点
に
あ
り
ま
す
。
書
類

や
面
接
に
よ
り
入
学
を
決
定

し
ま
す
。

　

入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
、
本
校

ま
で
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
説
明
し
ま
す
。

○
入
学
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

・
平
成
21
年
３
月
中
学
校
を
卒

業
見
込
み
の
方
又
は
中
等
教

育
学
校
前
期
課
程
修
了
見
込

み
の
方

・
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

・
高
校
を
中
途
退
学
し
た
方

○
出
願
期
間

・
新
入
学
（
第
１
次
）

　

２
月
13
日
㈮
〜
３
月
６
日
㈮

・
新
入
学
第
２
次

　

３
月
12
日
㈭
〜
４
月
３
日
㈮

・
編
入
学

　

２
月
13
日
㈮
〜
３
月
19
日
㈭

※
編
入
学
と
は
、
過
去
に
高
校

に
在
学
し
、
あ
る
程
度
の
単

位
を
修
得
し
て
い
る
方
が
、

本
校
へ
入
学
を
希
望
す
る
場

合
の
入
学
形
態
で
す
。
過
去

に
高
校
の
在
籍
経
験
が
あ
っ

て
も
、
第
１
学
年
の
途
中
で

退
学
し
、
単
位
の
修
得
数
が

０
の
人
は
新
入
学
と
な
り
ま

す
。

○
問
い
合
せ
先

〒
７
９
０
‐
８
５
２
１

松
山
市
持
田
町
２
丁
目
２
‐
12

愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校

通
信
制
課
程

（
℡
９
４
５
・ 

０
１
３
１
）

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を

見
つ
け
た
ら

　

例
年
、
２
月
中
旬
か
ら
６
月

の
上
旬
ま
で
の
間
、
カ
ラ
ス
の

巣
作
り
が
活
発
化
し
ま
す
。

　

巣
作
り
に
は
、
金
属
製
の
ハ

ン
ガ
ー
や
湿
っ
た
木
の
枝
な
ど

の
電
気
を
通
す
材
料
が
使
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
電

線
に
接
触
し
て
シ
ョ
ー
ト
し
た

場
合
、
停
電
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

四
国
電
力
グ
ル
ー
プ
で
は
、

各
種
営
巣
防
止
装
置
を
電
柱
上

に
設
置
す
る
と
と
も
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
停
電
の
未

然
防
止
に
努
め
て
お
り
、
平
成

20
年
度
は
松
山
地
域
内
で
約

１
，５
０
０
件
の
営
巣
を
撤
去

し
ま
し
た
。

　

カ
ラ
ス
の
巣
を
発
見
さ
れ
た

場
合
に
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
営
巣
を
発
見
し
た
際
の
連
絡
先

　

四
国
電
力
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
・
４
１
０
・
４
５
２

Information Box

東温市エコ･キッズ･フェスティバル2009
STOP！温暖化への最強のカード
～エコ･キッズ エネルギー～

　地球温暖化を防ぐ最強のカードは、大人を巻き込む子
どもたちのエネルギーです。
　東温市エコ･キッズ･フェスティバルでは、子どもた
ちが環境の学びの成果を発表したり、大人たちへメッ
セージを発信したりします。とうおんエコ･キッズの
STOP！温暖化へのメッセージを受け取ってください。
多くの市民の来場をお待ちしています。当日は、立ち見
となる場合もございますが、ご了承ください。

○日　時　2月17日㈫　9時～12時
○場　所　坊っちゃん劇場

同時開催　環境シンポジウム2009　
　　　　　“愛”ある“食”からSTOP！温暖化
○時　間　13時30分～16時
○主　催　ちりつも共和国
○内　容　くわしくは、折込チラシをご覧ください。

せ

ら

知

お
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情 報 ボ ッ ク ス

プ
チ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
ダ
！

　

世
界
に
飛
び
出
せ
！

　
　
　
　

キ
ッ
ズ
広
場
！！

　

世
界
56
か
国
を
訪
れ
た
講

師
た
ち
が
、
英
語
や
国
際
マ

ナ
ー
を
わ
か
り
や
す
く
指
導

し
ま
す
。

○
日　

時 
 

２
月
18
日
㈬
・
25
日
㈬

16
時
30
分
〜
17
時
20
分

○
場　

所　

中
央
公
民
館

　

２
階　

研
修
室
等

○
受
講
料

　

１
回
に
つ
き
５
０
０
円

　

教
材
費
等
自
己
負
担

○
保
険
料　

５
０
０
円

　

(

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険)

　

初
回
の
み

○
受
講
資
格

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
に

通
う
児
童
生
徒

○
申
込
先

　

生
涯
学
習
課

　

(

℡
９
６
４
・ 

１
５
０
０)

プ
チ
サ
ラ
ダ
！

わ
く
わ
く
工
作
ラ
ン
ド

　

針
金
で
い
ろ
ん
な
物
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

○
日　

時　

　

２
月
17
日
㈫

　

16
時
30
分
〜
17
時
30
分

○
場　

所　

中
央
公
民
館

○
受
講
資
格

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
に

通
う
児
童
生
徒

○
申
込
先

　

生
涯
学
習
課

　

(

℡
９
６
４
・ 

１
５
０
０
）

郷
土
史
講
座

○
日　

時　

２
月
22
日
㈰

　

13
時
30
分
〜
15
時

○
場　

所　

中
央
公
民
館

　

３
階　

会
議
室

○
講　

師　

東
温
史
談
会
会
長

　

森　

正
史　

先
生

○
演　

題

　

愛
媛
の
曽
我
伝
説
に
つ
い
て

○
聴
講
料　

無
料

　

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

○
共　

催

　

東
温
市
教
育
委
員
会

　

東
温
史
談
会

川
内
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

第
４
回
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○
日　

時　

２
月
15
日
㈰

　

９
時
〜
16
時

○
場　

所　

川
内
中
学
校　

　

体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

○
内　

容

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ザ
ー

な
ど

○
参
加
費　

無
料　

○
問
い
合
せ
先

　

川
内
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
（
℡
９
６
６
・ 

４
７
２
１
）

重信川
上
村
大
橋

拝
志
大
橋

緑地公園
駐車場

2kmコース 4kmコース

旧緑化
センター

松山自動車道

第1回東温市民健康マラソン大会
　東温市では、市民の方を対象に、マラソン及びジョギ
ング推進のきっかけ作りを行うとともに、皆様の健康、
体力づくりへの関心を高めていただくためにマラソン大
会を開催します。
　東温市で最初のマラソン大会となります本大会に、多
くの方のご参加をお待ちしております。

日　　時　2月22日㈰　　受付　9時30分～
集合場所　重信川緑地公園（東温市　田窪）

種　　目　2kmコース（健康マラソン・親子マラソンの部）
　　　　　4kmコース（競争の部）　　　　　　　
・小学生　男子の部　女子の部
・中学生　男子の部　女子の部
・一　般　男子の部　女子の部

申し込み　参加無料
申込期限　当日、緑地公園で受付を行います。
申込・問合先　生涯学習課　℡964-1500

マラソンコース図

扉

の

び

学
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キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が

や
っ
て
く
る
よ
！

　

絵
本
と
児
童
書
を
た
く
さ
ん

載
せ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が

や
っ
て
き
ま
す
。

　

み
ん
な
で
本
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

○
日　

時　

２
月
22
日
㈰

　

10
時
〜
11
時

○
場　

所　

川
内
公
民
館

○
内　

容

お
話
会
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

見
学
（
本
が
自
由
に
読
め
ま

す
）

※
参
加
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。

お
星
さ
ま
を
眺
め
ん
会

冬
の
夜
空
を
楽
し
も
う

　

冬
の
星
空
は
と
て
も
き
れ
い

で
す
！

○
日　

時　

２
月
21
日
㈯

　

19
時
30
分
〜
21
時

○
場　

所　

図
書
館
本
館

○
人　

数　

先
着
30
名

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
応
募
方
法　

参
加
希
望
の
方
は
図
書
館

（
℡
９
６
４
・ 

３
４
１
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

図
書
館
長
期
休
館
の
お
知
ら
せ

　

３
月
２
日
〜
13
日
ま
で
、
蔵

書
点
検
の
た
め
、
図
書
館
は
休

館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
資
料
の
管
理
上
大

切
な
作
業
で
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

新　

刊　

案　

内

『
品
性
で
も
磨
い
て
み
よ
う
か
』

ほ
し
の
ゆ
み
／
『
こ
ん
な
に
変

わ
っ
た
歴
史
教
科
書
』
山
本
博

文
／
『
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
離

乳
食
・
幼
児
食　

卵
牛
乳
小
麦

粉
な
し
で
も
お
い
し
く
！
楽
し

く
！
』
永
倉
俊
和
／
『
ガ
リ

レ
オ
が
ひ
ら
い
た
宇
宙
の
と
び

ら
』
渡
部
潤
一
／
『「
脳
に
い

い
こ
と
」
だ
け
を
や
り
な
さ

い
！　

頭
の
い
い
人
は
「
脳
の

使
い
方
」
が
う
ま
い
！
』
マ
ー

シ
ー
・
シ
ャ
イ
モ
フ
／
『
家
で

作
れ
る
有
名
店
の
プ
レ
ミ
ア
ハ

ン
バ
ー
グ　

本
格
三
ツ
星
ハ
ン

バ
ー
グ
レ
シ
ピ
超
人
気
店
・
有

名
店
』
辰
巳
出
版
／
『
自
然
派

お
そ
う
じ
の
基
本
と
習
慣
』
文

化
出
版
局
／『
覚
悟
の
す
す
め
』

金
本
知
憲
／
『
森
に
眠
る
魚
』

角
田
光
代
／
『
吟
遊
詩
人
ビ
ー

ド
ル
の
物
語
』松
岡
佑
子
訳（
児

童
書
）／『
ド
ン
ト
ウ
ォ
ー
リ
ー

ベ
ア
ー　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ

子
ぐ
ま
く
ん
』グ
レ
ッ
グ
・
フ
ォ

リ
ー
（
絵
本
）

 本　　館
TEL ９６４－３４１４
FAX ９６４－７３２２
ホームページ　http://www.toon-lib.jp
メール  bookin@toon-lib.jp
開館時間　9時～19時
休 館 日　28日
　　　　　　　　
 川内分館
TEL ９６６－４７２１
開館時間　9時～17時15分
休 館 日　11日・15日・28日

 移動図書館車運行表
一般地区
幸楽
9日・23日㈪
南方・則之内・河之内・町西
9日・23日㈪
山之内・樋口・横河原
10日・24日㈫
志津川・八反地・西岡・田窪・牛渕
11日・25日㈬
上樋・播磨台・野田・新村・北野田
12日・26日㈭
上村・下林・上林
13日・27日㈮
則之内東・河之内・滑川・土谷・松瀬川
14日・28日㈯
北方・松瀬川・南方
7日・21日㈯
南方・吉久・井内・則之内西
8日・22日㈰
北方・横河原・田窪団地・上林・下林・
南野田・堀池
1日・15日㈰

小学校・幼稚園
北吉井小学校　3日・17日㈫
北吉井幼稚園　3日・17日㈫
西谷小学校・幼稚園　4日・18日㈬
上林小学校　4日・18日㈬
東谷小学校・幼稚園　5日・19日㈭
川上小学校　6日・20日㈮
重信幼稚園　6日・20日㈮
川上幼稚園　2日・16日㈪
拝志小学校　2日・16日㈪

メ

ス

ス

の

本２ 月 の 図 書 館

Information Box
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健 康 推 進 課　℡964-4407
川内健康センター　℡966-2191

ドクターの健康
　百科
ダイエット
循環器科内科　　辻井　武廣

　この一年、バナナダイエットがブームに
なっていますが、本当にバナナを食べただ
けで痩せると思われますか。また痩せるな
らどんな痩せ方をしても良いと思われます
か。身体に良い痩せ方とはどんな方法なの
か考えてみましょう。まず、第一は身体を
壊すようなダイエットはしないことです。
　一つの食品を食べ続けることでダイエッ
トする方法を単品ダイエットといいます
が、これまでも、ゆで卵、リンゴ、ココ
ア、寒天、ナタデココなどの食品でのダイ
エット法がブームになりました。これらの
仕組みは非常に単純で、単品と水だけで、
一日の総摂取熱量を減らしただけのもので
す。つまり、カロリーが低い食品であれば
キウイフルーツでもとろろ昆布でも良いの
です。しかし、どんな単品でもそれだけで
はバランスの良い栄養を取ることは不可能
です。かえってダイエットの弊害が心配さ
れます。現在、日本で増加している低体重
児はダイエットしている母親に多いので
す。またダイエットをした女性は閉経以後
に骨粗鬆症となる率が高いのです。結局ダ
イエットの考え方は『しっかり栄養バラン
スのよい三食を摂って、全体のカロリー量
を減らすこと。』以外にはないのです。
　「健康のために減量したい。」と思う人は、
まず自分がどの位太っているのか調べてみ
ましょう。まず身長と体重から自分のBMI
（体格指数）を割り出します。
BMI＝体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
BMIが18.5以下はやせで18～25が普通で
25以上が肥満となります。（22が標準的な
体格指数です。例えば身長155cmの人の標
準体重は1.55×1.55×22＝53kgとなりま
す。）よって、BMI25以下の人はダイエッ
トをする必要がないのです。
　ダイエットは、実践するのは難しいもの
です。そのような場合には、ダイエット用
や糖尿病用の宅配治療食を利用したり、「糖
尿病食事療法のための食品交換表」という
本を参考にして1日1,200kcalを取るよう
にすれば良いと思います。糖尿病食でダイ
エットをするのが一番無理なく安全に行え
るのです。また、より簡単な方法としては
1日30品目の食事をすることです。言い替
えれば、1日3食規則を守り、間食や夜食
は控えることです。緑黄色野菜を多く取
り、アイスクリームのような動物性脂肪は
控えましょう。また腹8分目とし、早食い
にならないよう１口30回以上噛んで食べ
ましょう。　
　ダイエットは急激に減量するのではな
く、一日40～50gずつ、ゆっくり減らす
ことがポイントです。1～2か月に1kgの
減量で良いのです。ダイエットの必要な方
は、あせらずゆっくりと実践してみてくだ
さい。

精神障害者地域家族会「とうおん会」より
　1月29日で設立1周年を迎えました。
　「とうおん会」は、こころの病気を抱える者の家族の会
です。
　私たちは「東温市精神保健家族教室」に参加する中で、
障害や福祉制度について情報を得ることができ、また、
辛い思いをしているのは自分一人ではないと勇気づけら
れました。そして、家族が主体的に集まって活動しよう
という機運が高まり、平成20年1月29日に設立しました。
　1年目は「会員同士の気持ちの分かち合い、支え合い」
を目的に、交流会や話し合いなどをおこなってきました。
設立1周年の節目にあたり、今後はこれに加えて精神障
害についての正しい知識の普及をはかることで地域の理
解者を増やし、精神障害者が住みよい社会環境の実現に
向けて活動をしていきたいと決意を新たにしているとこ
ろです。
　「一人の声はみんなの声、みんなの声は一人の声」
　あなたも一人で悩んでいないで声を出してみませんか。
そしてみんなの声を合わせて、よりよい社会環境づくり
に向けて一緒に活動しませんか。

※入会を希望される方、とうおん会についてくわしく知
　りたい方は、事務局までご連絡ください。

《東温市精神障害者地域家族会「とうおん会」事務局》
　川内健康センター　℡ 966－2191

65歳からのこころとからだの健康相談
日　　時　2月19日㈭・3月12日㈭
　　　　　15時30分～、16時30分～のいずれかで
　　　　　完全予約制
内　　容　65歳以上の方で心の悩みや心の病の相  
　　　　　談、身体的な相談、地域生活の支援
担　　当　精神科医師・保健師
場　　所　家庭訪問または東温市役所
申し込み　市役所　介護福祉課（TEL964-4411）
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Healthy Lifeやっぱり健 康健 康 Healthy Life

  母子保健事業 お母さんの健康を守り、健やかな子どもを産み育てるための保健サ－ビスを行っています。

  健康増進事業 健やかな老後を過ごすための予防的な観点から40歳以上の方を対象の事業を行っています。

乳幼児健診・相談・教室

健康相談
　血圧測定等を行っています。健康に関することはお気軽にご相談ください。
日　時　毎週水曜日　9時～12時
場　所　川内健康センター隣の健康ハウス

こころの健康相談（予約制）
　原因はわからないがしんどい、人間関係がうまくいかないなど、心や体の相談を医師と保健師が応じます。
日　時　2月18日㈬　10時～12時　　　久米病院　大上　まどか医師
場　所　川内健康センター・市役所及び家庭訪問
定　員　2名

病態別栄養相談（予約制）
　食事記録にもとづいて管理栄養士による栄養計算や個人に応じた相談、またご質問などにもお答えします。

予約時間　9時～10時、10時～11時、11時～12時

精神保健家族教室
　こころの病気を抱える方のご家族を対象に、病気や障害、福祉制度に関する学習や家族同士の支えあいの
場として精神保健家族教室を開催します。
日　時　2月26日㈭　13時30分～15時　　場　所　中央公民館
内　容　講演「地域での生活を支える福祉制度について」
講　師　久米病院　精神保健福祉士　橘　昌美先生

事 業 名 内　　 容 対 象 児 実 施 日 時　　 間 場 　　所

赤ちゃん
相談

身体計測・育児相談
栄養相談 乳幼児

2月  4日㈬
2月18日㈬
2月25日㈬

9時30分～11時 川内健康センター

離乳食
教室

離乳食のすすめ方に
ついての学習と試食
個別相談

平成20年
10・11月生 2月4日㈬

受付：9時45分～
教室：10時
　　～11時30分

中 央 公 民 館7か月児
教室

病気についての話
むし歯予防の話
事故予防の話
個別相談

平成20年
7月生 2月4日㈬

受付：12時45分～
教室：13時～

14時30分

3歳児
健康診査

3歳児の健康の確認
と相談

平成17年
7・8月生 2月18日㈬ 受付：13時～14時

実　施　日 場　　所 時　　間
2月13日㈮

中央公民館 9時～12時
※栄養相談1時間2月27日㈮



人の動き（平成21年1月1日現在）
人　口
　男　　16,619人（＋ 2）
　女　　18,208人（－ 1）
　計　　34,827人（＋ 1）
世　帯　13,803戸（＋13）
　　　　　  ※(　)内は前月比

表紙の写真
　1月11日、平成21年の東温市成人式が、中央
公民館2階大ホールで開催されました。今回、大
人の第一歩を記した方は、男性155名、女性155
名の計310名の皆さん。そして、今年は平成生ま
れの方が初めて大人の仲間入りを果たす一方、昭
和生まれ世代にとっては最後の成人式となりまし
た。きらびやかな晴れ着に身を包んだ新成人は、
よりフレッシュに華やいで見えました。

編集後記
　冬らしい寒い毎日が続いていますが、皆さんいかがお過ご
しでしょうか。今年も広報とうおんは、新年を迎えて最初の
ビックイベント｢成人式｣で幕を開け、新成人の皆さんに「二十
歳の想い」をうかがいました。
　確かに自分にもあったあの頃。道に咲く花の美しさ、青い
空に浮かぶ真っ白な雲、当たり前のように思っていることが、
実はそうではないことに気づいたあの頃の想いを持ち続けな
くてはならないと思う今日この頃です。

発行・編集　〒791－0292 愛媛県東温市見奈良530番地1　 東温市役所 総務部 総務課　　　　　　　　　　　  印　刷　岡田印刷㈱
　　　　　　Tel 089－964－2001㈹　Fax 089－964－1609㈹　E-mail　soumka@city.toon.ehime.jp　　　　再生紙を使用しています。

1 日
◆当番医　池川内科神経内科　℡964－7787  
●たまゆら読書会　9：30～　北野台集会所   

2 月

3 火
●健康体操　19：30 ～　福祉館

4 水
●レディース学級　13：30～　中央公民館   

5 木
●ふれあい相談　13：00 ～　福祉館 

6 金
●福祉館人権講座　13：30 ～　中央公民館 

7 土

8 日
◆当番医　増田整形外科　℡970－2020

9 月
●行政相談　13：00～　福祉館

10 火
●健康体操　19：30 ～　福祉館  

11 水
■建国記念の日   
◆当番医　藤石医院　℡964－1234

12 木
●ちびたちびこのおはなしかい　10：00～　市立図書館　●ふれあ
い相談　13：00～　農村環境改善センター　●行政相談　13：00～
農村環境改善センター　●人権問題懇談会　19：30～　福祉館

13 金

14 土
●かぼちゃんのおはなしかい　11：00～　市立図書館

15 日
◆当番医　愛媛病院　℡964－2411   
●たまゆら読書会　9：30～　北野台集会所

16 月

17 火
●わくわく工作ランド　16：30～　中央公民館   
●健康体操　19：30～　福祉館   

18 水
●人権相談所　13：00～　川内公民館   
●古典講座　13：30～　中央公民館   
●世界に飛び出せ！キッズ広場　16：30～　中央公民館  

19 木
●行政相談　13：00～　福祉館　●人権相談所　13：00～　市役所  
●ふれあい相談　13：00～　福祉館
●いきがい大学　13：30～　中央公民館   

20 金

21 土

22 日
◆当番医　中野クリニック　℡960－5800   
●第1回東温市民健康マラソン大会　9：30　受付　重信川緑地公園
●川内中央読書会　14：00～　川内公民館   

23 月

24 火
●健康体操　19：30～　福祉館

25 水
●さくらの湯　休館日　●各種相談事業 10：00～ 市役所 13：30～
福祉館　●古典講座　13：30～　中央公民館　●世界に飛び出せ！
キッズ広場　16：30～　中央公民館   

26 木
●ちびちびちゃんのおはなしかい　11：00～　市立図書館  
●ふれあい相談　13：00～　農村環境改善センター

27 金

28 土

3/1 日
◆当番医　中川病院　℡976－7811 

2 月

3 火
●健康体操　19：30～　福祉館

4 水

5 木
●ふれあい相談　13：00～　福祉館 

6 金

7 土

8 日
◆当番医　さとう耳鼻咽喉科クリニック　℡990－1133  

　冬真っ盛り。冷たい風が吹いていると、
どうしても家にこもりがちという人も多い
のではないでしょうか。写真は、平成18年
2月に久万スキーランドで実施された拝志・
上林小学校合同のスキー教室のひとこま
です。毎日、厳しい寒さが続いていますが、
小雪を吹き飛ばす子どもたちの元気にあ
やかってウインタースポーツへ出かけてみ
ませんか。

季節の足音 あのころ




